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新新語

十番勝負

　ゴミの分別方法や収集日程が複雑化しています。そこで一部の地方自治体が「ゴミの日メール」
という通知サービスを始めました。これは住民に対して、その日、何のゴミを出すべきかを個別に
通知するものです。収集ルールが新しくなっても、それを覚えきれない人がいて「ご近所トラブ
ル」の原因にもなってしまうからです。

ゴミの日メール

共 済 コ ー ナ ー
　

自
治
労
連
「
火
災
共

済
」
は
、
ど
こ
よ
り
も
安

い
掛
金
と
幅
広
い
保
障
が

魅
力
で
す
。

　

最
近
で
は
、
落
雷
に
よ

る
電
気
設
備
、ガ
ス
設
備
、

冷
暖
房
設
備
や
Ｏ
Ａ
機
器

へ
の
落
雷
被
害
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
落
雷
を
原
因

と
し
て
電
気
機
器
な
ど
が

被
害
を
受
け
た
時
は
、
修

理
代
が
火
災
共
済
か
ら
給

付
さ
れ
ま
す
。
修
理
不
能

の
場
合
は
、
同
程
度
の
商

品
の
標
準
価
格
に
よ
る
再

取
得
価
格
と
な
り
ま
す
。

　

「
火
災
共
済
」
加
入
に

あ
た
っ
て
は
、「
持
家
」

で
あ
れ
ば
、「
建
物
と
家

財
」
両
方
の
加
入
を
お
勧

め
し
ま
す
。「
建
物
」
は

建
坪
に
よ
り
、
ま
た
「
家

財
」
は
家
族
人
数
に
よ
り

加
入
限
度
額
が
決
定
し
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
４
０
０
０

万
円
と
２
０
０
０
万
円
が

最
高
限
度
額
で
す
。

　

在
職
中
に
加
入
さ
れ
て

い
れ
ば
、
退
職
後
も
引
き

続
き
加
入
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
組
合
書
記
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。■

東
大
阪
市
長
選
挙
で
は
府
下
の
多
く
の
仲
間
の

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
結
果
は
残
念
な
が
ら
民
主
市
政
の
再
建

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
次
に
希
望
を
つ
な
ぐ

闘
い
が
で
き
ま
し
た
。
選
挙
中
の
公
約
実
現
に
が

ん
ば
り
ま
す
。

 

久
米　

盛
次
（
東
大
阪
市
職
労
）

■
２
人
の
新
規
採
用
職
員
の
仮
採
用
が
と
れ
ま
し

た
。
晴
れ
て
１
人
前
の
職
員
に
！
共
に
成
長
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

 

木
田　

松
柏
（
八
尾
市
職
労
）

■「
コ
レ
イ
チ
」で
紹
介
さ
れ
て
い
た
〝
あ
し
あ
と

公
園
〞
は
毎
夕
犬
の
散
歩
で
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
場
所
で
す
。
い
つ
も
そ
の
場
所
で
思
い
っ
き
り

息
を
吸
っ
て
四
季
の
空
気
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

水
面
の
キ
ラ
キ
ラ
は
心
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

 

峰　

朋
子
（
吹
田
市
関
連
労
組
）

■
血
液
内
科
病
棟
に
勤
務
し
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
で
こ
の
病
棟
は
撤
退
し
ま
す
。
何
病
棟
に
な
る

の
か
…
不
安
で
す
。

 

北
浦　

夏
子
（
岸
和
田
市
職
労
）

■
保
育
署
名
、
知
事
選
、
秋
季
闘
争
、
支
部
機
関

紙
新
年
号
の
編
集
…
な
ど
同
時
進
行
の
課
題
に
あ

た
ふ
た
し
て
い
ま
す
。
臨
時
大
会
の
日
、
休
憩
時

間
の
職
場
集
会
を
せ
っ
ぱ
詰
ま
っ
て
設
定
し
た
け

れ
ど
、
組
合
員
に
イ
ヤ
な
顔
を
さ
れ
ず
参
加
し
て

も
ら
え
て
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。
提
起
し
な
い
と

風
は
吹
か
な
い
。
生
の
声
を
お
互
い
聞
く
こ
と
で

の
安
心
感
を
実
感
し
ま
し
た
。
新
規
採
用
の
彼
女

が
組
合
に
入
っ
て
く
れ
そ
う
で
す
。

 

中
本　

幸
子
（
羽
曳
野
市
職
労
）

■
国
民
に
相
談
も
合
意
も
な
し
に
、
外
で
勝
手
に

い
ろ
い
ろ
と
約
束
し
て
く
る
総
理
も
独
裁
者
。
次

号
が
出
る
頃
に
は
独
裁
者
橋
下
と
そ
の
一
派
を
ノ

ッ
ク
ア
ウ
ト
し
て
い
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

 

森　

栄
克
（
大
阪
市
公
労
）

■
夏
に
続
い
て
冬
も
節
電
。
ス
ー
パ
ー
に
は
い
ろ

い
ろ
な
エ
コ
グ
ッ
ズ
が
並
ん
で
い
ま
す
。
つ
い
つ

い
役
立
ち
そ
う
と
買
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

 

岡
田　

敏
男
（
府
職
労
）

新新語

十番勝負

　男子うけする手作り弁当、「モテモテ弁当」の略。料理が未熟な女子でも作れるおすすめのレシ
ピは「スタミナそぼろ弁当」。韓国風そぼろ・小松菜のナムル・ふわふわ炒り卵・ゆで明太子はボ
リュームもあり、男子に人気！とか。

モテ弁

タ
テ
の
カ
ギ

❶
王
手
飛
車
。
何
の
用
語
？

❷
す
わ
、
お
家
の
一
〇
〇
〇

❸
経
度
の
対

❺
奈
良
公
園
に
た
く
さ
ん
い
る
よ

❻
ザ
ブ
ン
と
〇
〇
〇
〇
が
聞
こ
え
た

❼
〇
〇
〇
坊
主
、
〇
〇
〇
天
下

❾
捜
査
は
進
展
せ
ず
〇
〇
〇
〇
〇
入
り

と
な
る

13
そ
の
時
の
〇
〇
〇
〇
〇
が
目
に
浮
か

ぶ
15
幕
末
の
大
老
、
〇
〇
直
弼

16
乾
季
の
対

17
金
銭
を
工
面
す
る
こ
と
。
無
理
〇
〇

〇
〇

18
野
球
に
打
ち
込
む
小
中
高
校
生

19
見
渡
せ
る
範
囲
、
〇
〇
〇
が
開
け
る

21
味
の
最
も
よ
い
時
。
〇
〇
〇
の
魚

23
〇
〇
気
よ
り
食
い
気

25
そ
の
時
の
市
価
、
〇
〇
に
換
算
す
る

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
事
と
〇
〇
〇
に
よ
っ
て
は
許
せ
ぬ

❹
い
さ
さ
か
茶
道
の
〇
〇
〇
〇
が
あ
る

❽
乗
り
物
酔
い
を
防
ぐ
薬

10
過
疎
の
対
。
〇
〇
〇
都
市

11
〇
〇
よ
り
育
ち

12
〇
〇
で
も
テ
コ
で
も
動
か
ぬ

14
♪
緑
の
〇
〇
の
赤
い
屋
根

15
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
対
し
て
イ
ス
ラ
ム

教
徒
は

17
孫
悟
空
が
活
躍
す
る
物
語

19
体
の
〇
〇
か
ら
冷
え
る
日

20
今
度
の
課
長
、
若
い
人
に
〇
〇
が
い

い
21
ダ
ー
ウ
ィ
ン
著
「
〇
〇
の
起
源
」

22
難
し
い
〇
〇
〇
が
山
積
し
て
い
る

24
ブ
ラ
ジ
ル
へ
〇
〇
〇
〇
し
て
行
っ
た

家
族

26
こ
の
〇
〇
〇
〇
が
目
に
入
ら
ぬ
か
！

27
忘
年
会
の
〇
〇
〇
を
仰
せ
つ
か
っ
た

応
募
の
方
法

　

ハ
ガ
キ
に「
解
答
」「
所
属
組
合
名
」

「
職
場
名
」「
氏
名
」「
住
所
」を
書
い

て
、
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
の

余
白
に
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き

ご
と
や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
人
に
図

書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
ハ
ガ

キ
は
「
仲
間
の
声
」
と
し
て
紙
面
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０
―
０
０
４
１
大
阪
市
北
区

天
神
橋
１
丁
目
13
―
15　

大
阪
グ
リ

ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連

「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲
間
」編
集
部

応
募
の
締
め
切
り
／
１
月
31
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
１
２

年
２
月
号
の
紙
面
に
掲
載

10
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
１
１
年
10
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
ク
イ
ズ
」
の
正
解
は
「
ド
ジ
ョ
ウ
ナ

イ
カ
ク
」で
し
た
。
各
職
場
か
ら
45
通

の
解
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
抽
選
で

次
の
５
人
の
み
な
さ
ん
に
図
書
カ
ー
ド

を
贈
呈
し
ま
す
。（
敬
称
は
省
略
）

▼
納
谷
祐
佳（
東
大
阪
市
職
労
）▼
木
田

松
柏（
八
尾
市
職
労
）
▼
眞
継
達
哉（
門

真
市
職
労
）
▼
鍵
本
建
次（
岸
和
田
市

職
労
）▼
赤
木
由
紀（
寝
屋
川
市
職
労
）

（解き方）二重ワクの文字
を並べ替えて意味の通る
言葉にしてください。

出題者：山本汎昭さん

ヒント：国民一人ひとりが主人公

10月号の解答
「ドジョウナイカク」

貝塚市職労青年部が  　　
バーベキュー大会（10月23日）

大阪労連青年部　　
クリスマスパーティ

大
阪
自
治
労
連　

う
た
ご
え
祭
典　

「
ひ
び
け
う
た
ご
え　

広
が
れ
平
和
」

　泉州地方の盛大な祭り「だんじ
り祭」が行われる秋も深まったこ
の時期に、今年度より新たな試み
でバーベキュー大会を開きまし
た。当日は、天候にも恵まれて海
をながめながら、仲間たちと色々
な話しをしながら、豪華（？）景
品を賭けた熱いたたかいをするなど、親睦を深めるいい一日と
なり、これからも貝塚市民や全国の自治体で働く仲間ととも
に、がんばる決意をかためました。

日　時：12月17日（土）18：00　
会　場：Ｍorishita
　　　　（大阪市北区堂島１-１-５）
　　　　TEL：06-8341-0244　　
　　　　地下鉄御堂筋線淀屋橋駅下車・徒歩５分
参加費：1,500円
　　　　 （大阪自治労連青年部から2,000円を補

助します）　　　　　　　　　　
　　　　※組合未加入者は、3,500円です
　　　　※ 当日参加の場合は、会場で大阪自治

労連青年部役員に声をおかけくださ
い

　自治体各組合から、現在の状況、願いや思い
を持ち寄って“うたごえ”を発表することによ
り交流を深めます。今回は東日本大震災の復興
支援・連帯の思いを込めて、保育合同で東北
（岩手・山形）の踊りや太鼓に取り組みます。
日時：2012年１月15日（日）
    13：00～16：30（予定）
会場：クレオ大阪北（阪急淡路駅下車・徒歩約10分）

火
災
共
済

落
雷
被
害
が

急
増
！

保育合同で取り組む東北の踊りや太鼓の練習風景

テキジユク カキ
コジヨウ タイヒ
ユメ ドンカン

コ イコク クセ
ウハ マジメ キ
シナチク イス
ヨサン カシカリ
ウキ ジソンシン
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